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１　令和４年度決算の要領

（１） 決算の概要

（２） 業務量

区　　分

用 水 供 給 先

用 水 供 給 水 量 千㎥ 千㎥ 千㎥

給 水 収 益 千円 千円 千円

６市、６町、１企業団、
１事務組合

６市、６町、１企業団、
１事務組合

-

　当企業団では、構成団体に安全で良質な水道用水を安定的に供給するために、用

水供給事業や施設の改良・更新、耐震化等の事業を実施しています。

　令和４年度は、筑後川流域において、梅雨に少雨傾向となり、渇水が懸念される

状況となっておりましたが、８～９月にかけ降雨量が多かったため、渇水の懸念は

払しょくされました。また、５～７月は平年の７割、８～９月は平年の1.5倍、10

～12月は平年の５割程度の降雨量であり、少雨と多雨の二極化が顕著でしたが、１

年を通すと平年値の９割の降雨量となり、安定して用水供給を行うことができまし

た。

　また、主要事業としては、牛頸浄水場の維持管理の強化、下原系・夫婦石系幹線

管路整備、牛頸浄水場と海水淡水化センターの改良・更新及び福岡導水施設地震対

策事業を推進しました。

　なお、平成23年度より警固断層帯南東部を横断又は並走する区間を優先して管路

の耐震化を進めてまいりました警固断層対策は、令和４年12月に供用を開始いたし

ました。

　今後も引き続き、安定的に用水供給を行うとともに、計画的・効率的な事業推進

に取り組んでまいります。

令 和 ４ 年 度 令 和 ３ 年 度 増　　減

91,839 91,789 50

11,448,431 11,447,879 552

－1－



（３） 損益計算書（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

（４） 貸借対照表（令和５年３月31日現在）

（単位：千円）

区 分 金 額

総 収 益 （ A ） 12,522,266

差引損益（A）-（B） 1,557,440

10,413,286

1,196,753

912,227

総 費 用 （ B ） 10,964,826

10,771,233

188,713

4,880

（単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

科 目 金 額 科 目 金 額

固 定 資 産 137,291,418 固 定 負 債 6,302,887

繰 延 収 益 27,500,484

流 動 資 産 9,641,153 流 動 負 債 5,149,795

剰 余 金 6,619,089

資 本 金 101,360,316

計 146,932,571 計 146,932,571

－2－



２　業務状況（令和５年４月１日から同年９月30日まで）

（１） 概況

（２） 事業報告書

上半期用水供給総水量 （単位：㎥）

令和５年度上半期 令和４年度上半期 増　減 比率（％）

福 岡 市 25,930,550 25,930,550 0 100.0

大 野 城 市 2,934,455 2,934,455 0 100.0

筑 紫 野 市 2,591,900 2,717,600 △ 125,700 95.4

太 宰 府 市 2,047,355 2,157,455 △ 110,100 94.9

春日那珂川水道企業団 2,123,620 2,123,620 0 100.0

古 賀 市 1,526,780 1,499,180 27,600 101.8

宇 美 町 1,265,460 1,310,960 △ 45,500 96.5

志 免 町 1,221,935 1,115,435 106,500 109.5

須 恵 町 864,215 864,215 0 100.0

粕 屋 町 1,393,495 1,449,495 △ 56,000 96.1

篠 栗 町 831,280 810,280 21,000 102.6

新 宮 町 1,023,000 988,000 35,000 103.5

宗像地区事務組合 424,981 427,370 △ 2,389 99.4

糸 島 市 2,693,450 2,681,750 11,700 100.4

合 計 46,872,476 47,010,365 △ 137,889 99.7

　令和５年度上半期は、６市、６町、１企業団、１事務組合に対し、46,872,476立方メートル

（一日平均256,134立方メートル）の水道用水を供給いたしました。前年度同期に比べ、

137,889立方メートル(一日平均753立方メートル)、率にして0.29パーセント減少いたしまし

た。

　主要事業につきましては、「水道ビジョン2018」に基づき、管路の耐震化や施設の更新・改

良など、計画的な施設整備等を推進いたしました。

　今後も、安全で良質な水道用水を安定的に供給するため、適切な施設の維持管理と計画

的な施設整備に取り組んでまいります。

用 水 供 給 先
用水供給水量 対前年度比較

－3－



（３） 損益計算書（令和５年４月１日から令和５年９月30日まで）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

（４） 貸借対照表（令和５年９月30日現在）

（５） 企業債及び一時借入金現在高（令和５年９月３０日現在）

　　ア　企業債の現在高

　　イ　一時借入金の現在高

なし

（単位：百万円）

7,772 0 744 7,028

令 和 ５ 年 度

上 半 期 末 現 在 高

令 和 ４ 年 度 末

現 在 高

令 和 ５ 年 度 上 半 期

発 行 額 償 還 額

剰 余 金 5,963,946

計 144,054,223 計 144,054,223

繰 延 収 益 26,881,167

資 本 金 104,091,584

固 定 資 産 135,561,549 固 定 負 債 6,305,806

流 動 資 産 8,492,674 流 動 負 債 811,720

金 額

総 費 用 （ B ） 4,557,245

4,486,700

70,545

0

差引損益（A）-（B） 1,443,547

（単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

5,319,886

679,229

1,677

科 目 金 額 科 目

（単位：千円）

区 分 金 額

総 収 益 （ A ） 6,000,792

－4－
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